
〈地域対応の耐水防湿対策
輸入窓の取付け方〉

昨年９、１０月に全国８都市で開催され
た輸入窓セミナーは、せっかくの申込を
お断りするケースがでるほどの人気とな
り、各会場も熱心な参加者に恵まれた。
その後、同セミナーの開催を希望する声
が全国各地から寄せられ、４月における
８都市での追加開催となった。
輸入窓については、そのデザイン性や
機能性から消費者の人気も高く、ニーズ
が高まる一方で、現場施工やメンテナン
ス等でさまざまな問題が挙げられてい
た。そのような現場の諸問題を解決しよ
うと州政府が主催したのがこの技術セミ
ナーである。
講習会場では、構造壁のモデルを用意
し、ドリルでねじ止めをしながら実際に
窓を取付けながら説明。追加テーマとな
った胴縁通気工法での施工方法も紹介さ
れた。防水紙の取付けも丁寧に行なわれ、
防水・防湿対策の基本が丁寧に実演され
た。
今回のアンコールセミナーでは、特に
前回よりも参加者からの質問が多く、し
かも現場での経験に基づいた内容がほと
んどだった。
その一例を回答と一緒に紹介する。
１）タイベック型ラップとアスファルト
ではどちらが良いのか。（宇都宮）－－
（答）最近ではアスファルトが見直され
ている。タイベックは時間がたつとスポ

ンジのようになり、水分を吸収しやすく
なる場合がある。また、アスファルトの
が安く、防水性に優れているようだ。
２）胴縁材の厚さはどのくらいにすれば
良いのか。（浦和）－－（答）サイディ
ングの重さや硬さにもよるが１９ミリを推
奨。１２ミリでも必ずしも悪いとは言えな
い。
３）ガラスが割れた時、どのように対処
したら良いのか。また代替えは在庫して

あるのか。（千葉）－－（答）基本的に
はメーカーもしくは販売代理店によって
異なる。あるメーカーは窓のみの取り替
えにも対応。また、別な会社はフルユニ
ットでの交換を徹底。普及サイズでなら、

多くが在庫しているとのこと。ただし並
行輸入品については、対応不可の場合が
多い。
４）耐久性は、ビニール製とアルミクラ
ッドでは、どちらが優れているのか。（鹿
児島）－－（答）一般的には、ビニール
性のほうが耐久性にすぐれている。雨や
水分など耐水性はビニール製。熱にはア
ルミクラッドが優れている。
５）今後、準防火地域での認定取得の予
定はあるのか。（神戸）－－（答）各社、
努力をしているが、認定取得の明確なメ
ドはなし。

さらに講師のジョンソン氏はコンピュ
ータを使って施工ポイントを写真入りで
紹介、日本での施工経験豊富なチェニー
氏は、窓ユニットを使っての実践的な説
明を展開。窓協会のキャンベル氏には期
待の高まる相互認証制度についての質問
が寄せられた。
人気を集める輸入窓に対し、取付けノ
ウハウに磨きをかける工務店が多数参加
した全国セミナー。現場監督が時間のや
りくりをつけて参加するなど、テーマの
実践性に呼応する参加者に州政府はじめ
多くの関係者が、この種のセミナーの必
要性を改めて認識していた。

［主 催］ワシントン州通商経済開発局
全米林産物製紙協会

［共 催］米国大使館（農務部、商務部）
在大阪・神戸米国総領事館
在福岡米国総領事館

輸入窓・ドア技術セミナー
―在来工法での取付け方―

（１２月７日～１０日、東京・北九州・広島・大阪）

ツーバイフォー住宅で盛んに使われて
いた輸入の窓・ドアが、在来工法住宅で
も広がりをみせてきていることから、ワ
シントン州政府では在来工法に合わせた
輸入窓・ドアの技術セミナーを開催する
ことになった。
「地域対応の耐水・防湿対策」という
前回のテーマから、「日本の主要工法へ
の利用拡大」へと、その実践性を高めた
内容になっている。６時間にわたる講義
では、会場で実際に取付け方法を実演し
てみてもらうなど、わかりやすさに工夫
がこらされている。また、さまざまな現
場での実例をコンピュータによるプレゼ
ンテーションでも紹介。現場監督や大工
さんがすぐにでも使える実践的なノウハ
ウは、前回同様、今回もたっぷりと用意
されている。

〈テーマ内容〉
・製品知識の整理・確認
・標準仕様とオプション／枠材の寸法
・開口部の寸法と額縁の収め方
・標準品・特注品のオーダー方法
・開口部の調整方法
・雨戸付の窓・ドアの正しい取付け方法
・新しい仕上げ方法の紹介
今回のセミナー開催にあたっては、ワ

シントン州政府とＡＦ＆ＰＡ（全米林産
物製紙協会、本部：米国ワシントンＤＣ）
が協力して、各工務店の現場１５カ所以上
を視察して回った。現地での実態調査を
踏まえての講義内容となっており、在来
工法住宅を対象にした本格的な技術セミ
ナーとして徹底した準備が進められてき
た。
輸入窓・ドアについては、そのデザイ
ン性や品質、価格などの点から採用した
いというニーズが工務店のみならず施主
サイドからも出てきており、商品知識や
取付け方法などについての関心は、工法
を問わず広がってきている。
国内製品に慣れたビルダーにとって
は、勝手の違う面もあるだろうが、より
良い住宅作り、また競争力のある住宅が
求められている昨今の住宅市場では、輸
入窓・ドアをマスターしておくことは大
きな利点につながるはずだ。
詳細な日程は１１月中旬に発表。問い合
わせはワシントン州政府日本事務所ま
で。
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「輸入窓の取付け方

：

地域対応の耐水防
湿対策」の講師デビッド・チェニー氏
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４月に開催された輸入窓の取付け方セミナーの中のメーカーによるパネルディスカッション風景

在来工法における輸入ドアの内部トリム 熱心にセミナーに聴講する参加者
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